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研究成果の概要（和文）： 私が博士課程に行った研究は「セミパラチンスク核実験場

周辺住民における歯の ESR による線量評価」に代表される。 

1949 年から 1962 年の間、セミパラチンスク核実験場（SNTS）グランドゼロ(爆心地)

において 125 回(そのうち 25 回は地上実験)の核実験が行われた。特に、1949 年 8 月 29

日に行われた最初の核実験により、爆心地から北東の地域はその実験由来の放射性物

質のフォールアウトにより汚染された。このテロリズム的または偶発的な危険により、

事後の線量評価が重要な課題となっている。 

      
 

研究成果の概要（英文）：My doctoral research conducted in the "teeth in residents of Semipalatinsk 

nuclear test site by ESR dosimetry"is represented. Between 1949 and 1962, Semipalatinsk 

nuclear test site (SNTS) Ground Zero (the hypocenter) at 125 times (25 times out of the ground 

experiment) was carried out nuclear tests. In particular, the first nuclear test was held on August 29, 

1949, northeast of the hypocenter area contaminated by radioactive fallout from the experiment. 

The risk of terrorism or accidental, the issue has become an important post-dose evaluation. 
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1949年から 1962年までの期間に、125の核

実験は、（25地表付近の核実験を含む）SNTS

の領土のグラウンドゼロテクニカルサイト

で実施されました。日付 1949年 8月 29日に

は、放射性降下物震源から巨大な領土の北東

によって汚染された最初の核爆発を、表しま

す。放射性塵の雲は風によって転送され、そ

の漸進的な降水量は、いくつかの放射性降下

物のトレースを形成した。 SNTSに隣接する

領域の放射性雲から塵の降水量のダイナミ

クスを記述するデータはない。それは、地元

住民によって受信された個人や集団の放射

線量を再構成するために非常に複雑な手順

です。 

電子スピン共鳴（ESR）線量は、線量再構築

のための有用なツールの一つです。このメソ

ッドは、遡及的にも 40年以上曝露のイベン

トの後に放射線量を決定することができま

す。 ESRは、歯のエナメル質における放射線

被曝によって作成された安定ラジカルの量

を測定します。 

この作業の目的は、SNTS（クルチャトフとセ

ミパラチンスク市とカザフスタン - 中国と

の国境近くに位置マカンチ、ウルジャルとタ

スケスケン集落の住民（約 400kmを含む近く

の村の人口によって受信された放射線量の

測定である南東、歯から調製し、それらの村

や町から収集された歯のエナメル質試料の

ESR 線量測定法によるロプノール核実験基地、

中国）から SNTSと約 1000キロ。 

 
２．研究の目的 

この研究の IThe主な目的は以下の通りです： 

1）数年前に開始された調査を継続する。カ

ノネルかが近くにそのテストから放射性降

下物のトレースに位置するため、1949年 8月

に最も危険な核実験に関連する我々の調査

の最終結果を描画するカノネルかの村から

歯のエナメル質のサンプルを収集する目的

の一つ。 

2）もう一つの目的は SNTSで最も重要なイベ

ントから放射性降下物のトレースの近くに

ある他の村から歯のエナメル質試料の ESR線

量測定法の調査を開始する。 

3）東カザフスタン、歯のエナメル質の ESR

線量測定法により、中国の国境近くの村の人

口の中国のテストサイトの爆発の影響の推

定。 

 
３．研究の方法 
サンプルの収集： 
ズナメンカ 1956年 8月 24日）、クルチャト
フ市（1962年 8月７日）と周辺の村：2010
歯のサンプルの夏季期間中 1949（試験日）の
前にとの村から生まれた者のうちからカノ
ネルか村から採取されたセミパラチンスク
実験場でとウスチカメノゴルスク市とセミ
パラチンスク地域の南東部（中国の国境付
近）付近から、他の最も重要なイベントから
放射性降下物のトレースの近くに位置する。
歯のサンプルを 300から SNTSから 400キロ
に位置していますウスチカメノゴルスク市、
グルボコエ、タブリヤ、ガガリノとシェモナ
イハの成人住民からの医学的適応症に基づ
いて抽出した。 
測定値のすべては、我々は、21oCの安定した
室温で ESR分光 JEOL JES- FA100による広島
大学の放射線医科学研究所（RIRBM）の研究
室で行った。分光計は、高い Q値円筒 TE011
キャビティモデル ES- UCX2が装備されてい
た。以下のスペクトルの記録パラメータが設
定されました：変調振幅、0.3 mTの、変調周
波数、100 kHzの、一定の受信時、30ミリ秒、
掃引時間、30秒、フィールドのスイープ、10 
mTの、マイクロ波電力、2 MW、スペクトルス
キャンの数を、40、スペクトルの蓄積時間、
20分。マイクロ波電力と蓄積時間は投与量の
決定の最高精度を達成するために作られた
それらの最適化、後に選ばれた。 
歯のエナメル質試料の調製は、我々はまた、
機械的な方法によって RIRBM研究室で行った。
歯のエナメル質は直径でチップ 0.5〜1.5ミ
リメートルにペンチを切断することによっ
て粉砕される。 
特別に設計されたコンピュータソフトウェ
アは、その強度の合計の ESRスペクトルと測
定（またはピークツーピークの振幅）からの
放射線誘発の信号（RIS）の抽出に使用され
ます。この手順では、実験的なものにモデル
のスペクトルのフィッティング非線形最小
二乗法を適用することによって、RISとバッ
クグラウンドのシグナルに照射したエナメ



ル質の全スペクトルをデコンボリューショ
ンすることができます。 
４．研究成果 
それは、自然バックグラウンド放射線の寄与
を差し引いた後に得られる過剰投与が歯の
エナメル質は 1949年前に形成されてドロン、
の住民のための約 440ミリグレイまで遠距離
することがわかった、と若い住民のための
100 ミリグレイを超えないようにしてくださ
い。モスチクの住民のために、過剰な投与量
はすべての年齢層に 100ミリグレイを超えな
いようにしてください。一般的には、ドロン
から得られた結果は、1949年の核実験後の領
土の放射能汚染のパターンと一致している。 
歯のエナメル質の寿命と核実験（過剰投与）
の結果として受け取った用量の間に蓄積さ
れた自然バックグラウンド放射線からの線
量：マカンチ、ウルジャルとタスケスケン村
の住民のための投与量の実験的に決定され
た値は、2 つの寄与で構成されています。歯
のエナメル質の形成の平均年齢は、公表デー
タから入手した。本研究で使用したすべての
歯のサンプルについては、歯のエナメル質が
完全にロプノール（図 1。）における最初の爆
発の前に形成された。 

 

図 1。セミパラチンスク核実験場の場所、ロ
プノール核実験場とマカンチ、ウルジャル、
タスケスケン決済。  
2009 年から 2010 年に、カザフスタン、日本
とロシアの科学者のグループは、ESR 法によ
り、核放射性降下物にさらされる人々の個々
の吸収線量を決定するために追加の努力を
して。研究グループは、ウスチカメノゴルス
ク市（1935年から 1994年まで歯の年齢）、グ
ルボコエ（1939〜1988 年の歯の年齢）、タブ
リや（1938年から 1950年まで歯の年齢）、ガ
ガリノ（歯の年齢 1941年から 1951年まで））
の人口が含まれています 1956 年に核実験の
結果として形成された放射性降下物のトレ

ースの近くに位置し、シェもナイハは（1938
年から 1990 年までの歯の年齢）にある放射
性トレースとズナメンカの村の中心部から
約 70 キロの距離に位置している放射性降下
物のトレース（図 2）から約 5km の距離。コ
クペクチの決済は、（ウスチカメノゴルスク
市の南西約 150キロに位置）コントロールと
して選ばれ、任意の放射能汚染にさらされて
いなかった。 
合計で、88 歯のサンプルは研究されている。
口腔内での位置は、ESR の信号に影響を与え
る可能性のある太陽の光の曝露の可能性を
排除しなかったため、頬の部分は、線量の推
定手順に含まれていませんでした。アンケー
トによって得られた情報によると、歯のドナ
ーはいずれも顎の任意の X線検査にかけられ
なかった。 
0〜±10 から 190± 10 からグルボコエ 10 ミ
リグレイ、±20 から 140± 10 ミリグレイ、
タブリヤ 10から±20から 130± 20ミリグレ
イ、シェモナイハのための 20から± 10から
ウスチカメノゴルスク吸収線量の範囲の住
民のための 150〜±0〜20 の線量、およびガ
ガリノのための±20 から 120± 20 ミリグレ
イ、それぞれ。測定はこの方法の感度の閾値
付近で行われたため、ウスチカメノゴルスク
市の住民の最低限の投与量の場合は、負の値
は、得られた。 

 

図。 2。丸で囲んだ領域のマーク調査の地域、

後に放射性降下物のトレース、セミパラチ

ンスク核実験場（SNTS）で実施された 1956

年 8月 24日核爆発の中心。  

結論 

個々の吸収線量は、24の核実験の降下物の

トレース 1956年 8月の影響を受けた別の

集落の住民のために決定されている。コン

トロールとして選ばれた遠いコクペクチ

の村からのサンプルと比較すると、より高

い平均過剰の線量はズナメンカで得られ



ています。これはズナメンカ村は放射性ト

レースの軸の近くに位置しているという

事実と一致している。他の決済のため、平

均的な ESR過剰投与は非常に露出のバック

グラウンドレベルに接近していると、彼ら

は Logachevらによる理論的予測に矛盾し

ていません。 2008 
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